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人から人へバトンをつなぐ 

校 長 中嶋 雅彦  

 東武東上線川越市駅から喜多院に向かう広い幹線道路から一歩中に入ると、落ち着いた趣の住宅

地となります。私は、どろぼうばしから慈恵堂の横を通り、境内のベンチに腰を下ろし、生徒がく

るのを待っていました。 

川越市を通る旧川越街道は戦国時代の太田道灌が川越城と江戸城を築いたころ２つを結ぶ重要

な役割を果たしてきました。また、中山道の脇往還として栄えてきました。現在の国道 254号線と

寄り添うかのように走っている旧川越街道で北町中学校学区域とつながる場所が先日、１年生の校

外学習が行われたその目的地です。東京都内の「上板橋宿」「下練馬宿」に関しては、本校の学区域

やその地域の商店街であり、生徒の生活の一部となっています。終点の「『小江戸』川越」は、蔵の

町として多くの観光客の訪れる場所で、その風情を楽しむことができます。 

１年生は、このような地理的につながりのある川越について、事前の学習をし、体験学習を行い

ました。各生徒は配布されたタブレットを活用し情報を収集し、事前の学習を積み上げてきました。

体育館で、互いにその学習内容をプレゼンで発表し合うことにより、他の生徒から自分へ、自分か

ら仲間へとその学習を深めてきました。久しぶりの校外での学習活動です。教員はもちろん生徒も

その意義を十分理解し、晴天の下、体験を通して、事前の学習をしっかりと自分の力とし、班の仲

間との協力の難しさと大切さを身に付けていました。今後行われる２年生の校外学習、スキー移動

教室、３年生の修学旅行へとそのバトンはさらに大きくなり、受け継がれていくことと思います。 

本校ではこのような体験学習において、そこで関わった人たちの力が生徒に伝わることにより、

自らの個性と融合させ真の生きる力を身に付けさせようと考えています。感染症予防には今後も十

分に気をつけた上で、人との関わり合いの中で、子供を育てていく機会を増やし、活用していきま

す。 

さて、今年も師走を迎えています。学校の１年間は３月までとはいうものの１つの区切りとして、

１２月は１年間を振り返る重要な時期です。子ども達には、三者面談により担任の先生からこれま

での成長を伝えています。学校では生徒が自分の成長を人から認められることにより、それを自信

につなげ、課題解決の力とさせていきます。保護者、地域の皆様には新年も北町中生の健やかな成

長のためにご支援御協力をよろしくお願いいたします。 

 

 



生徒の活躍 

こどもエコ・コンクール入選 

  ２－１小林 メイア   ２－１中村 心海 

こどもエコ・コンクール１００選展  令和４年１月１９日～１月２７日 区役所１階アトリウム 

  入賞作品をはじめ、小中学生それぞれ約１００作品が展示されます。 

１－１米田 明日架  １－３木下 陽大  １－４小林 桜晃  １－４塩手 美優    

２－１末松 奈也   ２－１関根 翠    ２－２松原 朱里  ２－３岡田 紗希  

２－３甲斐 太己   ２－３畑 凜奈 

防災標語コンクール 

   １－４      本間 詩乃 

  「災害で 助かる命 増やすには 一人一人の意識が大切」 

ジュニアリーダー養成講習会中級修了 

   ３－２  大泉 侑己  ３－３ 村上 統美 

   １－３  鎌澤 瑞織 

いじめ防止シンボルマーク 学年代表 

   １－４ 齊藤 陽夏  ２－１ 関根 翠  ３－３ 田中 佑佳 

学校休校日について 

 １２月２９日（水）から１月３日（月）は学校休校日です。この期間は、教職員は、出勤し

ておりません。学割等の発行や転出入の手続き等も行うことができません。必要な手続き等は、

早めにお申し出ください。 

この期間は、機械警備、電話はメッセージ対応になります。緊急時は、学校携帯へ連絡をお願

いします。この場合、すぐに電話に出られない場合がありますので、もう一度かけ直していただ

くか、折り返して連絡することになりますので、ご承知おきください。 

     ０８０－７２４９－２９７５ 

感謝状が届きました 

 オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会より、「東京２０２０大会は、

多くの団体、組織、企業、個人の皆さまの協力に支えられ、先般、無事に終了いた

しました。このたび、皆さまの協力に対し、組織委員会として感謝の意をお伝えす

るととともに、将来にわたって、東京２０２０大会をご記憶いただきたく、感謝状

をお送りさせていただきます。」ということで、感謝状をいただきました。 

 今後もオリンピック・パラリンピック教育の成果を、レガシーとして教育活動に深化・発展させ

ていけるようにしていきます。 


